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【緒言】近年、イオン液体中に分散させた金属ナノ粒子に関する研究が数多く報告されている。

これはイオン液体-金属ナノ粒子混合系が、イオン液体の様々な機能と金属ナノ粒子の触媒能を併

せ持つ、有用な反応場であるためと考えられる。多くのナノ粒子はイオン液体中での還元により

調製されている。これに対し、2006 年に名古屋大・鳥本司教授らによって、スパッタ法によるイ

オン液体中への金属ナノ粒子合成が報告された(1)。我々は本手法におけるナノ粒子の構造のイオ

ン液体依存性に着目し、研究を行ってきた(2)。今回、ラボにおける SAXS 測定と、PF における XAFS

測定の結果からその構造について議論する。 

【実験】イオン液体は一般的なイミダゾリウム系イ

オン液体を用いた。実験に用いたイオン液体は 10
−3

 

Pa 程度で十分に乾燥させた。イオン液体に一定時間

アルゴンスパッタを行い、金ナノ粒子を調製した。

イオン液体中の金濃度は密度測定から算出し、すべ

てのイオン液体について、27、40、53 mmol dm
−3 の

試料を得た。XAFS 測定を行う前準備としてラボにお

いて SAXS 測定を行い、その粒径分布を求めた。実

際に得られた粒径分布の一部が Fig. 1 である。XAFS

測定は BL-9C において透過法で行った。 

【結果と考察】Fig. 2 に C8mim
+
/BF4

−中に分散した

金ナノ粒子の XAFS 解析より得られた金の結合距

離、配位数を示した。Fig. 1 との比較から、粒径が

小さくなるにつれて結合距離、配位数ともに小さ

くなっていることがわかる。これは極めてサイズ

の小さなナノ粒子に見られる傾向であり(3)、SAXS

測定の結果とよく一致する。 

 また、ここには示していないが、XANES の比較

から、金が正の電荷を持っていることが示唆され

た。これはアルゴンイオンにより、金ターゲット

から金クラスターが叩き出される際に、電荷を帯

びたクラスターが生成しているためであると考え

られる(4)。 
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Fig. 1 Particle size distribution 

Fig. 2 Bond-length and coordination  
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